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図 1 袋路の拡幅施策について 
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The purpose of this paper is to provide an extraction method of evacuation routes for blind arrays in historic districts 
without reconstruction.  This paper applies this method to the case of the north district of Kyoto city, where the wooden 
houses are standing close to each other and the most blind arrays remain. We proposed how to use Geographic 
Information System for finding blind arrays and the gap of these houses that can be used as evacuation routes.  We 
serve to demonstrate this method by evaluating the possibility of passage of the found routes by the field survey. 
 



























































空間を通過するパスを GIS 上に作成する。 
 最後に現地調査を行い、避難経路の候補が実空間で通行可能かどうかを検証し、実空間と情報空間の違い
を把握し、本論で提示した方法の精度を向上させる要因を分析する。 
































図 4 バッファを用いた幅員による道路の分類 
図 6 袋路の抽出 図 5 ノードと次数 
表 1  GIS より抽出した細街路




























図 8 建物のラスター化 

















番号 袋路 No. パス長さ 避難路 No. 判定 状況 
1 15 26.75  160,161 ○ 扉有 
2 16 40.91  162 × 奥の抜け道は不可、横の駐車場には扉有 
3 20 37.33  27 - 家の横隙間有、奥目視確認不可 
4 24 49.21  205 ○ ブロック塀の奥お墓 
5 25 50.12  206,207 ○ 緊急用避難扉あり 
6 27 37.03  26 × 奥建築有、目視不可 
7 29 39.51  49 × ブロック塀の奥目視不可 
8 30 64.89  208,209 × 建築有 
9 31 28.94  210,211 × 建築有 
10 39 59.78  214,215 × 塀奥スペース有、道確認できず 
 
 
129 284 20.04  277 × フェンスの奥確認不可 











図 10 通行可能判定の事例 空中写真出典:©2016 Google 






























空中写真出典: ©2016 Google 
 
図 11 No.169 の袋路 通行不可 
図 12 No.53 の袋路 通行不可 

































図 14 No.276 の袋路 通行不可 
図 15 No.82 の袋路 通行可能 
図 16 No.40 の袋路 通行可能 
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このように周辺状況により避難経路の抽出が比較的容易にかつ精度高く行うことができる一方、条件によ
っては情報空間でのシミュレーションが実空間と相違点が多くなり、綿密な現地調査の上での提案が必要と
なる。 
 
7.まとめ 
 
 本研究では、京都市上京区を対象に、道路幅員が2m以下の袋路の抽出を行い、建物間の空地を避難経路の
候補として提示する方法を提案した。提案した手法を用いて全292箇所の袋路に対して241箇所で避難経路の
候補を発見した。 
 現地調査を行った箇所は、本論文で抽出した避難経路の 30.0%が通行可能であったが、袋路の周辺状況に
より、通行可能な経路の割合は異なった。 
古い平屋により構成される袋路は、既存不適格な増築などによって GIS に含まれていない建築が多数見受
けられた。このような建物の密集率が高い場所では、抽出した避難経路の通行可能な割合は低い。一方、寺
や墓、小学校、駐車場などオープンスペースが近辺にある場合は、本手法で抽出した避難経路の通行可能な
割合は高い。 
このように周辺状況により避難経路の抽出が比較的容易にかつ精度高く行うことができる一方、条件によ
っては情報空間でのシミュレーションが実空間と相違点が多くなり、綿密な現地調査の上での提案が必要と
なる。周辺環境に対応した避難経路の抽出は今後の課題である。 
 
注1) 幅員の表現について、参考文献1)の2pに倣い、「~幅」ではなく未満・以上という言葉で表現した。ま
た、参考文献内では1.8m未満を細街路として扱っているが、建物の更新性を考慮し、二項道路の条件から2m
未満を危険な細街路とした。 
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